
活用事例④（りんご摘果） 

農業者 イシオカホーム農園 

事業の名称 令和５年度弘前市農福連携新規取組定着促進事業 

（事業者への委託） 

補助事業の期間 令和５年４月３日～令和５年８月 17 日 

事業費（税込） 96,000 円 

補助金額 20,450 円（剪定枝片付け 14 日分、摘果１日分） 

補助対象経費 障がい福祉サービス事業者への委託費（補助率：1/3 以内、上限：15 日） 

事業の概要 
作業月 

作業品目 

（作物名） 
作業内容 作業日数 

４月 りんご 剪定枝片付け ８日 

５月 りんご 剪定枝片付け ８日 

６月 りんご 摘果 ３日 

７月 りんご 摘果 １日 

障がい者が就労 

しやすいように 

行った方策等 

【作業内容】 

 摘果 

【１日当たりの平均作業人数】 

 ６人 

【１日当たりの平均作業時間（休憩時間を除いた時間）】 

３時間 

【１日当たりの平均作業量（本数、面積など）】 

 20 本 

【上記作業にあたり行った方策の内容】 

 ・ はしごを使用しなくても作業ができるように、樹の高さが低いわい化樹で

実施した。 

  中心果を残すことや、摘果の間隔についてアドバイスしながら作業を 

  行ってもらった。 

所感 園地には事業所職員も来てくれて、障がい者の作業についても事業所職員が

サポートしてくれるため、農業者の負担は少ないと感じた。 

 


